
だ
。
今
回
、
視
察
に
初
め
て
参
加
し
た
が

「
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
さ
れ
て
い
な

い
ど
こ
ろ
か
３
．
１
１
か
ら
時
計
は
止
ま

っ
た
ま
ま
だ
。
原
発
の
再
稼
働
は
も
と
よ

り
原
発
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ｋ
・
） 

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
あ
る
大

熊
町
に
入
る
と
線

量
計
は
一
気
に
上

が
り
７μ

㏜
に
。

こ
の
日
は
無
風
状

態
だ
っ
た
が
海
か

ら
の
風
が
あ
れ
ば

１２μ

㏜
に
な
る
と

い

う

か

ら

驚

き

だ
。 

 

 

車
内
の
線
量
計
が
鳴
り
出
し
０
．

５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト(

以
下μ

㏜)

を
指
し
て
い
る
。(

０
．
３μ

㏜

で
鳴
る
と
の
事)  

一
日
の
線
量
は

０
．
２
３μ

㏜
が
限
度
と
言
わ
れ
、

そ
れ
以
上
の
場
合
は
除
線
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
線
量
は
高
い
。 

 

 

 

 

 

当
日
は
、
ジ
ェ
ア
ー
ル
バ
ス
仙
台

支
店
の
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
仙

台
駅
東
口
を
９
時
５０
分
に
出
発
。

福
島
駅
西
口
で
合
流
し
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
４２
名
の
視
察
団
を
乗
せ

被
災
地
を
目
指
し
出
発
。
途
中｢
道

の
駅
川
俣｣

で
昼
食
を
と
り
１２
時

５０
分
ご
ろ
飯
館
村
に
入
っ
た
。 

 

１１
月
２９
日(

土)

～
３０
日(

日)

国
労
本
部
主
催
に
よ
る
「
第
２
回
国
労
フ

ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
被
災
地
を
視
察
す
る
中
、
改
め
て
原
子
力
事
故
の
深
い

傷
跡
が
今
な
お
地
域
・
住
民
を
苦
し
め
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
実
態
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。 

 

あく国
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道
の
脇
を
は
じ
め
至
る
所
に
青
い
袋

や
黒
い
袋
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
除
染
現

場
で
出
た
汚
染
土
壌
が
入
っ
て
お
り
青

色
が
３
年
、
黒
色
が
５
年
保
管
ら
し
い
。 

 

原
ノ
町
を
経
由
し
て
常
磐
線
沿
い
を

南
下
し
、
浪
江
町
に
入
る
と
線
量
計
は

１
．
４μ

㏜
に
。
町
は
作
業
員
以
外
、
誰

も
い
な
い
。
帰
還
困
難
区
域
の
双
葉
町
に

入
る
と
警
察
官
が
至
る
所
に
立
っ
て
お

り
、
警
戒
に
当
た
っ
て
い
る
の
が
目
立

つ
。
ま
た
、
沿
道
に
あ
っ
た
街
の
看
板
「
原

子
力
の
明
る
い
・
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
文
字
は
空
し
く
皮
肉
に
思
え
た
。 

国労加入

で職場を

変えよう 

 

瓦礫の向こうに福島第一原発がある 

時
間
は
止
ま
っ
た
ま
ま 

 

全国から集まった視察団メンバー 

被災した大倉(元)委員長宅 橋桁のずれた常磐線 


